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ウェアの移植について以下の 4. で述べ、 
5. で 携 帯 機 器 の GUI（Graphic User Inter-
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る。BLE は Bluetooth のバージョンが 2009
年の 12 月に 4.0 となったときに誕生したも














































社の iOS、および Sony 社、Samsung 社など





























（AD 変換後）の値を保持する Signal などの
変数も定義されている。




CPU ボ ー ド 上 の LED（Light Emitting Di-
ode：発光ダイオード）を点灯や消灯をさせ
るためのものである。点滅は、拍動と同期し






の loop( ) 関数で行われる。拍動の存在の有











ムで使われる。その serialOutput( ) の関数で





一方、SerialVisual が false の場合は、先
頭に ’S’ が付くパケット構造の Signal のデー
タが送信される。
同 図 の も う 一 つ の serialOutputWhen-
BeatHappens( ) 関数では、serialVisual の表
示制御用変数が true の場合は、表示用領域、





































初期設定に用いられる setup( ) 関数で Andee
ボードの起動、携帯機器側のアプリの画面削
除（初期化）を行った後、同プログラム内の
setInitialData( ) の関数を読んで、GUI を初
期設定する。
Andee ボード用のソフトウェアには、An-
deeClass と AndeeHelper の中核のクラスが
二つある。図 13 に示されている様に analog-
Display のオブジェクトは後者のクラスと定
義されている。























図15 の黄色部分は、GUI 関連で loop( )
関数で繰り返して実行される命令である。土














グラムでは、経由用の変数（図 15 の read-
ing）は不要で、入力信号ではなく GUI で示
図14　データ表示部（GUI）の設定部分





同図には、図 8 の CPU のプログラムから
移植された命令の一部も確認できる。







yA と analogDisplayB を用いている。
図 18 にて analogDisplayA.setData(BPM)、






に、携帯機器の GUI に BPM と脈拍信号の
（数値化した）値は同時表示される。図 20


























図 22に示す様に、市販の Palmic のオキ
シメーターは、動脈血酸素飽和度 (SpO2) と
脈拍数を測定し、無線にて動脈血酸素飽和度、
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図22　既成の無線型パルスオキシメー ター Palmic [9]
